
ISS チャレンジ  物的⽀援 

物的⽀援 

前提として使⽤できる予算には限りがあります。その予算範囲内で，できるだけ多くの研究グループ
を⽀援します。そのために，下記のような対応をお願いすることがあります。 
・より安価な代替品に変更する。 
・⾃宅や学校にある物品で代⽤する。 
・⾃宅や学校にある物品で代⽤できるように観察，実験⽅法の変更を検討する。 
・できるだけ多くのグループを⽀援するために，予算をみて購⼊を⾒合わせる。 
いずれの場合も，申請された物品以外のものになる場合は，研究代表者に個別に連絡をします。ま
た，物的⽀援によって購⼊したものはすべて学校に帰属します。個⼈の所有物とはなりませんので，
使⽤後は学校に返すこととなります。 

 

物的⽀援の流れ 

（１）メンターと相談した上で，物品申請が必要か相談する。 
この時点で確認すること 

・ その物品は本年度の研究を遂⾏する上で本当に必要なのか。 
・ 校内にあるものを使うことができないか。 

（２）Web サイト（下記参考）を検索し，適切な物品を吟味（⽬的に適うか，サイズや数量が適切であ
るか，同じより安価なものはないか）した上で，Excel に必要事項を⼊⼒する。 

チェックポイント 
・ 代替品が不可（その特定の物品でなければならない）場合には，その理由を備考に書いてくださ

い。 
代替品が可（同種のものであればその特定の物品でなくてもよい）であるが，形，⾊，サイズなど
に限定があるという場合には，その詳細を備考に書いてください。 

・ その他，Excel の「⼊⼒⽅法」のシートをよく読み，ルール通りに⼊⼒すること。 

（３）提出前になぜその物品を選んだかを説明し，メンターの確認を受ける。 
 提出前に確認すること 

・ Excel に書かれたその物品が研究を遂⾏するために適したものであるのか。 
・ その物品を選んだ理由が適切であるか。 

※ 過去の例では，相談はしたがメンターが想定していたものと違ったものが申請されているという指摘
があり，確認に時間を要したことがあります。確認に時間がかかるほど物品の到着が遅くなります。 

 
（３）Teams の Forms のリンクから Excel を提出する。 
 ファイル名は 2026_研究 No_研究代表者の⽒名  例 2026_f24_⼤泉太郎 

5 ⽉ 25 ⽇（⽉）18:00 締切（期限を延ばしました） 

（４）代替品等の調整がある場合は，SSH 委員会からメンターまたは⽣徒に確認する。 

（５）夏休み前には受取りができる予定！到着の連絡をしたら速やかに受け取りに来ること。 

 

 



 

スムーズに物的⽀援を受けるための注意事項 
下記の業者の物品であれば，スムーズに⽀援できます。積極的に活⽤してください。 
1. モノタロウ（⼯具、部品、消耗品、事務⽤品など多く） 
https://www.monotaro.com/ 

2. アスクル（事務⽤品メイン、⼯具など） 
https://www.askul.co.jp/ 

3. スマートオフィス（事務⽤品・家具をはじめ、⽇⽤品・作業⽤品） 
https://www.smartoffice.jp/entrance.do 

4. エデュース（教材、⽂具事務⽤品、⽇⽤品、保育⽤品） 
https://educe-web.craypas.co.jp/?site_type=1 

5. たのめーる（事務⽤品・家具をはじめ、⽇⽤品・作業⽤品） 
https://www.tanomail.com/ 

6. ウチダス（⽂具事務⽤品、⽇⽤品、理科） 
https://www.uchidas.net/shop/default.aspx 

7. ビックカメラ（家電、パソコン、⽇⽤品） 
https://www.biccamera.com/bc/main/ 

8. ユザワヤ（ホビークラフト、⼿芸・⽣地） 
https://www.yuzawaya.shop/ 

上記のサイトにない場合に限り，Amazon，Yahoo!，楽天などのショッピングサイトを利⽤することも可
能ですが，上の 1〜8では購⼊できないことを確認する必要があるので時間がかかります。 
 

Q ＆ A 

Q.どのくらいの額を申請できますか？ 
A.⼀概には⾔えません。どのような物品でも，申請された物品を⽀援しない/できない可能性がありま
す。SSH 委員会での審査を経て，個別に相談をすることがあります。 

Q.アプリケーションを購⼊したい。物的⽀援になりますか？ 
A.アプリケーション・ソフトウェアの購⼊，イベントの参加費などは，⽀援するための要件が物品よりも
厳しく，申請が通りづらいです。研究に必要な理由を詳細に記⼊してください。申請があった場合は，
個別に相談をする可能性があります。申請前にメンターとともに SSH 委員会に相談をしてもらえると助
かります。 

Q.物品はいつ届きますか？ 
A.夏休み前には届く予定です。申請書式が整っていることで確認作業が円滑に進み，時期が早まる可能性
があります。⼀⼈⼀⼈の丁寧な申請が，ISS チャレンジ全体のスムーズな運営につながります。 

Q.⽣ものなどショッピングサイトで購⼊し配達して保管するのがふさわしくないものはどうしますか？ 
A.基本的には夏休み前に届きますが，⽣ものなど特定の時期でなければならないという場合には，備考に
その旨を書いてください。場合によっては現物購⼊による⽴替払いで対応する可能性があります。 

Q.研究を進めていくうちに，必要な物品が出てきました。物的⽀援をしてもらえますか？ 
A.物的⽀援の機会は年２回（５⽉と９⽉）です。学校にあるものであれば教科等の物品を研究でお借りで
きるかどうか各教科等の先⽣に尋ねてください。購⼊しなければいけないものは，年２回のタイミング
以外で⽀援することはできません。 
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